
★
子
供
の
貧
困
・
格
差
か
ら
み
る
日
本
の
姿

子
供
の
貧
困
・
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
！

◇
憲
法
第
二
十
五
条
に
「
す
べ
て
の
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権

．
．
．
．

．
．
．
．
．
．
．

利
を
有
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。
生
存
権
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。

◇
い
ま
、
こ
の
条
文
に
照
ら
し
て
最
も
深
刻
な
の
が
「
子
供
の
貧
困
・
格
差
」
で
す
。
格
差
の

少
な
い
ラ
ン
キ
ン
グ
で
日
本
は
先
進
国
中
、
下
か
ら
８
番
目
の
ラ
ン
ク
な
の
で
す
。

（
ユ
ニ
セ
フ
の
分
析
。
今
年
４
月
１
４
日
朝
日
新
聞
）

◇
安
倍
さ
ん
は
「
み
な
さ
ん
収
入
が
増
え
た
で
し
ょ
う
！
」
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
は
富
裕
層
が

ま
す
ま
す
収
入
増
加
し
た
た
め
の
見
か
け
の
平
均
値
上
昇
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
逆
に
最
貧
家
庭

の
収
入
は
９
０
万
円
→
８
４
万
円
（
月
額
７
万
円
）
に
減
っ
て
格
差
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。

◇
月
額
７
万
円
で
ど
う
し
て
子
供
に
食
べ
さ
せ
、
学
校
に
通
わ
せ
る
事
が
出
来
る
で
し
ょ
う
か
。

入
学
式
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
買
っ
て
も
ら
え
な
い
、
給
食
費
も
払
え
な
い
、
こ
う
い
う
子
供
が

六
人
に
一
人
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
日
本
の
姿
な
の
で
す
。（
通
販
生
活
冬
今
年
号
）

防
衛
費
は
増
え
、
大
企
業
は
空
前
の
利
益

◇
「
子
ど
も
手
当
を
そ
っ
く
り
軍
事
費
に
回
せ
ば
、
日
本
の
軍
事
費
は
世
界
標
準
に
近
づ
く
」

と
発
言
し
た
こ
と
の
あ
る
人
が
い
ま
の
防
衛
大
臣
で
す
。
生
存
権
よ
り
軍
事
優
先
と
い
う
の

は
憲
法
の
理
念
か
ら
遙
か
に
遠
い
価
値
観
で
す
。

◇
一
方
、
大
企
業
は
空
前
の
利
益
を
上
げ
て
い
る
の
に
、
政
府
は
更
に
法
人
税
を
下
げ
て
、
も

っ
と
儲
け
さ
せ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
庶
民
の
生
活
よ
り
、
大
企
業
、
富
裕
層
優
遇
の
経
済

政
策
、
そ
れ
が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
正
体
で
す
。

「
非
寛
容
な
社
会
」
と
「
非
寛
容
に
寛
容
な
国
」

◇
今
年
八
月
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
貧
困
家
庭
の
女
子
高
校
生
が
進
学
を
諦
め
な
く
て
は
い
け

な
い
事
情
を
放
送
し
た
と
こ
ろ
、
心
な
い
批
判
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

◇
映
っ
て
い
た
イ
ラ
ス
ト
用
の
ペ
ン
を
見
て
「
そ
ん
な
高
価
な
も
の
使
え
る
な
ら
貧
困
じ
ゃ
な

い
だ
ろ
！
」
な
ど
と
い
う
ネ
ッ
ト
の
書
き
込
み
が
沢
山
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

◇
貧
し
い
人
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
非
寛
容
な
社
会
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
何

も
言
わ
な
い
国
の
姿
勢
（
憲
法
第
十
三
条
幸
福
追
求
の
権
利
を
軽
視
）
は
も
っ
と
問
題
で
す
。

◇
経
済
、
平
和
、
原
発
、
沖
縄
問
題
・
・
・
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
す
る
正
し
い
答
え
は
い
ま
の

憲
法
の
中
に
こ
そ
あ
る
と
私
た
ち
は
考
え
ま
す
。
変
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二
〇
一
六
年
十
一
月
十
三
日
（
日
）
護
憲
平
和
行
進
（
通
算
５
９
７
回
目
）

浜
松
市
憲
法
を
守
る
会

事
務
局

浜
松
市
中
区
紺
屋
町
三
〇
一
ー
一
五

★
月
例
護
憲
平
和
行
進

毎
月
第
二
日
曜
日
・
午
後
一
時
・
浜
松
市
役
所
正
面
玄
関
集
合

u 来年２月１２日（日）は第６００回目の記念行進です。ぜひ一緒に行進しましょう！

浜松市憲法を守る会のホームページは http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/→ 護憲浜松 で検索



日
本
国
憲
法

第
二
十
五
条

（
生
存
権
、
国
の
生
存
権
保
障
義
務
）

す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
。

国
は
、
す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
国
憲
法

第
十
三
条

（
個
人
の
尊
重
、
幸
福
追
求
の
権
利
）

す
べ
て
国
民
は
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
に
対
す
る
国
民
の
権
利

に
つ
い
て
は
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、
立
法
そ
の
他
の
国
政
の
上
で
、
最
大
の
尊
重
を
必

要
と

す
る
。


